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三宅町（石見地区）における新たなまちづくりの
進め方について



ヤング・イノベーション・レジデンス構想の進め方

三宅町の「ヤング・イノベーション・レジデンス（YIR）」を、学生や教育機関、地元企業や

グローバル・レベルの企業、スタートアップ、地元住民といった多様なプレーヤーと共に創っていく

➢ ＹＩＲのあり方について意見交換

➢ ＹＩＲの取り組みに参画、協業の提案

➢ リアルなニーズやリクエストを反映
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➢ ご意見や構想の進捗状況を

県の特設ＨＰ、ＳＮＳなどにより発信 イメージ

～居住エリア～

高校生、大学生等が

共同生活する住い

～イノベーションエリア～
スタートアップが立地し、
若手起業家と学生が

日常的に交流

～学び・交流エリア～

企業や地域住民と学生が、

学びのプログラムや、

交流イベントを開催

ヤング イノベーション レジデンス

～Young Innovation Residence～

➢ コンソーシアム形式のコミュニティがスタート

→ 県内外の多様なプレーヤーが参加

ヤング・イノベーション・プロセス 始 動

➢ ヤング・イノベーション・レジデンスの

基本的な設計に反映

・趣旨に賛同し、様々な技術、ノウハウ、知見を持つ企業・
団体、有識者等によるコミュニティを形成

・実現に向けた意見交換や、取り組みへの参画・協働

・県から関連する取り組み等の情報提供

ヤング・イノベーション・プロセス コミュニティ

大企業

地元企業 Startup 学校･学生

地元住民

県ＨＰ発信 ＳＮＳ発信基本的設計への反映

一緒にYIRを創っていく

2030年度
オープンへ



で
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将来、ヤング・イノベーション・レジデンスの主役となる各メンバーや各界の有識者等と、対談・ワークショップ・

イベント等、多様な手法により、様々な角度からテーマを設定し、ニーズや期待、あり方等について意見交換

これまで誰も実現できなかった、学生・若者と企業が生活しながら共に成長する交流拠点を創出する

※メンバーは随時追加

専 門 家

○教育分野

○建築分野

○起業分野

企 業

大企業、地元企業

スタートアップ等

様々な企業のニーズ

参画内容

地 域

地域の方々も

議論に参画

若者
（学生・学校）

学校や若者の

ニーズ、リクエスト

designed by freepik.com

designed by freepik.com

ヤング・イノベーション・プロセスのコミュニティメンバー



今後のスケジュール
➤日本生命保険相互会社 朝日副社長と知事の対談（4/3）

➤シャープ（株） 種谷常務執行役員ＣＴＯ、

シャープエネルギーソリューション（株） 五角代表取締役社長と知事の対談（4/12）

（６月以降～）

➤ヤング・イノベーション・プロセス コミュニティのキックオフイベント（６月上旬頃）

➤（仮）YIRと類似した国内先行事例の視察・現地での意見交換（７月下旬以降随時）

➤（仮）若者が働き方の多様性を学び、YIRの在り方を考えるイベント（９月頃）

➤（仮）企業が求める人材像と若者が求める企業像のミートアップイベント（11月頃）

※ コミュニティメンバーとのコラボレーション企画についても随時検討予定
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※県特設HPやSNSなどのほか、各種メディアを通じて積極的に発信

○ 大和平野ＳＮＳ

Facebook LINE X Instagram

○ 県特設ＨＰ ○ 県公式ＳＮＳ

Facebook LINE X



ヤング・イノベーション・プロセス コミュニティ規約 
 
 
（名称） 
第１条 本コミュニティは、ヤング・イノベーション・プロセス コミュニティ（以下

「コミュニティ」という。）と称する。 
 
（目的） 
第２条 コミュニティは、三宅町（石見地区）の新たなまちづくりの核となる「（仮称）

ヤング・イノベーション・レジデンス（以下「ＹＩＲ」とする。）」構想の推進に向け、
地域の発展と企業・学生の成長を促す交流拠点としてのＹＩＲの基本的なあり方や方
針を企画検討することを目的とする。 

 
（活動） 
第３条 コミュニティは、前条の目的を達成するため、ＹＩＲの設置予定者である奈良

県と企業や行政等のあらゆる主体が、対談・ワークショップ・イベント等多様な手法
により、様々な角度からテーマを設定し意見交換を行う。 

 
（メンバー） 
第４条 コミュニティのメンバーは、コミュニティの目的に賛同し、様々な技術、ノウ

ハウ、知見を持つ企業、団体、教育機関、行政機関、有識者等により構成する。 
２ コミュニティのメンバーは、ＹＩR 構想に関し、自身の専門性や特性を活かし、知

見や提案を提供することにより積極的に事業へ参画する。 
 
（オブザーバー等） 
第５条 ＹＩＲに関する意見や助言を聴取するため、必要に応じて外部の有識者や専門

家、その他関係者等をオブザーバーとして招請することができる。 
 

（運営） 
第６条 コミュニティの運営は、奈良県地域創造部大和平野中央構想・スタートアップ  

推進課において行う。 
 

附 則 
この規約は、令和６年５月１５日から施行する。 



ヤング・イノベーション・プロセス コミュニティ参加メンバー一覧 
 

種 別 名 称 

企業 
金融機関 

一般社団法人 

株式会社 Ａｐｐｌｉｅｄ ＦＵＳＩＯＮ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ 
株式会社 ＣＣＨサウンド 
DMG 森精機 株式会社 
株式会社 ｄｏ．Ｓｕｋａｓｕ 
株式会社 Ｆａｓｔ Ｆｉｔｎｅｓｓ Ｊａｐａｎ 
一般社団法人 MBT コンソーシアム 
株式会社 TRYBE 
アメネスク 株式会社 
シャープ 株式会社 
大和ハウス工業 株式会社 
ディライト 株式会社 
株式会社 南都銀行 
西日本電信電話 株式会社 
株式会社 日本政策金融公庫 
株式会社 日本政策投資銀行 
日本生命保険相互会社 
株式会社 ヒロホールディングス 
フジトランスポート 株式会社 
株式会社 みずほ銀行 
株式会社 三井住友銀行 
株式会社 三菱 UFJ 銀行 
一般社団法人 みらい政策研究所 
モルミル 株式会社 
ロート製薬 株式会社 

教 

育 

機 

関 

国立大学 
国立大学法人 奈良国立大学機構 奈良教育大学 
国立大学法人 奈良国立大学機構 奈良女子大学 
国立大学法人 奈良先端科学技術大学院大学 

高専 独立行政法人 国立高等専門学校機構 奈良工業高等専門学校 

公立大学 
公立大学法人 奈良県立医科大学 
公立大学法人 奈良県立大学 

私立高校 
インドネシア国 SMK ミトラインダストリ MM2100 高校 
学校法人 西大和学園 

行
政
機
関 

国 
経済産業省 
財務省 

地方自治体 
川西町 
田原本町 
三宅町 

（種別毎 50 音順） 


